
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

「 ４９％ と ５１％ 」 
校長 香 西 雅 斗 

先日の台風で、科学と自然の散歩みちの木が倒れ、金木犀のオレンジの花もすっかり散っ

てしまいました。中瀬中でも玄関わきのシュロの木が根元から折れ、プールの奥東側フェン

スがはがれてしまうなど、自然の猛威をひしひしと感じさせられました。 

さて表題の「４９％と５１％」ですが、これは人間の中の“頑張ったり成長に向かう心（仮

に強い心と呼びます）”と、“怠けたり破壊に向かう心（仮に弱い心）”の割合です。どちらが

４９％かではなく、人は両方の心をもっていて、わずかの差しか無いことを表しています。 

公園の遊具の落書きを見て、面白がって自分も落書きをした生徒がいたとします。いけな

いと分かっていても面白がる“弱い心”に引きずられたわけです。やってはいけないことをし

たら、叱られるのは当然です。面白がって得た“快”は、それに見合う“不快”で相殺される

わけです。（注：見合う以上に叱られたと感じると、反発だけになってしまいがちです。） 

でも叱られるだけでは、人は成長の方向に向かいません。人間は、未来のことより目の前の

“快”や“利益”に引きずられやすい。だから「そんなことをしていたら、罰せられて、将来

大変な事になるぞ。」と言われても「見つからなければいいじゃない。」となりやすいのです。

肝心なのは“反省”です。（注：「悪い事をしました。すみません。二度としません。」などと書かせた

り言わせたりするのは“反省”ではありません。） 

自分のした事を見つめ、その良し悪し、なぜそれをしたのか、何がまずかった（良かった）

のかなど、自分の行動や欲求・考えについて熟考することで、人は前進します。しかし、大人

でも簡単ではない“反省”を、子供が自分だけでするのは容易ではありません。教員をはじめ

周囲の大人の役目は、子供たちが勇気を出して強い心と握手し、強い心が５１％になるよう、

揺れ動く子供たちを支え、自分自身に向き合えるよう導くことだと思います。 

例えば、自分を見つめるきっかけとして「落書きをしたのは、幼い子かもしれない。君たち

は幼い子と同じレベルでいいの？」「もし全く落書きがなかったら、そこに書いた？」などと

問いかけます。そして、のりや勢いに引きずられ「やって良いのか、悪いのか。」「やるべきな

のか、やめるべきなのか。」「自分にふさわしいことなのか。」（どれも“快・不快”や“損・得”よ

り高い価値）について、考え判断していなかったことに、子供自身に気づかせます。 

スポーツ選手に限らず一流の人は、気分や周囲に流されて物事を決めることはしません。

子供が、一流の人の姿を自分のロールモデル（具体的な行動や考え方の模範となる人物）として目

指し、より高い価値で自分を律せるようになるためには、子供が失敗した時がチャンスです。

（注：学校から保護者に失敗の事実だけを伝えたり「困るんですよね」と言うだけでは、誤解を招きます。

子供を導く方向と、失敗を教員と保護者でチャンスとしたい、という意思を示すことが必要です） 

中瀬中は、子供たちが勇気を出して強い心と握手し、自分で人生を切り拓いていける学校

になるよう、地域・保護者の皆様と歩みを進めていきます。よろしくお願いいたします。 
  

                           平成３０年１０月１７日 発行 

【教育目標】 

【知】自ら学び、考え、進んで行動する人 

【徳】互いを尊重し、協力する人 

【体】心身ともにたくましく健康な人 

     杉並区立中瀬中学校 

下井草４－３－２９ ℡３３９９-２１９６   



＜今年は給食も一緒に食べました＞ 

＜スペインのマリアさんのグループ＞ 

中瀬国際交流 Day 

＜ケニアのキングスマンさん、タイのサンさんの 

グループでまずは自己紹介＞ 

＜ミャンマーのシュさんのグループ＞ 

 

 

９月２９日（土）に２９名の外国人留学生を

ゲストに招き国際理解教育の授業を行いまし

た。留学生の出身国は 

 

 
        

です。 
             

最初にファシリテータの米元さん（ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾅｰｽ）から 

中瀬中生徒と外国人ゲストとのコミュニケーションを通して 

「いろいろな文化の違いを知る！（Cultural Differences）」 

「おもてなし（Hospitality）の気持ちでコミュニケーションをとる

ことができるようになろう！」 

という今日のゴールが示され、 

「間違いを楽しみながらたくさん会話しよう！」「英語を使うとき

は、一言でも伝えてみよう！ しっかり聞いてみよう！」 

「質問は１つで終わらず掘り下げたり広げたりしよう！」 「あなたの話をきいてますというサインを丁寧に～表

情、体の向き、リアクション！」 という呼びかけがされました。 

生徒たちは学年が混ざり合った５～６人グループに分かれ、

１～２名の留学生を迎え、まず「ハイタッチ自己紹介」「世界の

言葉のクイズ」を通して『アイスブレイク』を行い、『Q&A in 

English』では、生徒と留学生が、できるだけ英語を使って質問

し答えながら話をしました。 

 生徒たちは、留学生が上手に日本語を話すことに驚き、また

英語で詰まった時に助けてくれたり、「日本語でもいいよ」と声

をかけてくれたことに、とても安心したようです。 

留学生の多くは国費留学、つまり国の代表という思いで日本に来

ています。半年の留学で、ほとんどの留学生が日本語検定２級（日

本の大学生レベル）に合格するという話もうなずけます。 

 最後は『外国人ゲスト紹介カードを作ろう』のコーナー。生徒た

ちは留学生と話をしながら、ゲストの方のこと、出身国のことなど

をレポートにまとめました。 

 留学生の方たちは、中学生

の生徒を決して子ども扱いせず、お互いに一人の人間として、真

剣に相手のことを知ろう、日本のことを学ぼうとしていました。

その真摯な姿勢は、生徒たちの心を開き、楽しく価値の高い時間

となりました。 

「相手を知ろう、相手に伝えよう」「教養と知識、考える習慣」

「英語を学び、英語を活かす」など様々なことが体験できた実りの多い交流であったと思います。 

アメリカ・インド・インドネシア・韓国・

キルギスタン・ケニア・スペイン・タイ・

台湾・中国・ブラジル・マレーシア・ミク

ロネシア・ミャンマー・モンゴル 

＜トンガのアリシさんのグループ＞ 

＜２９名の留学生が並んで挨拶＞ 



一
Ａ 

外
国
の
文
化
と
日
本
の
文
化
の
違
い
が

良
く
分
か
っ
た
。
ま
た
留
学
生
の
人
達
は
い

ろ
い
ろ
な
目
標
や
夢
が
あ
っ
て
日
本
に
留

学
し
に
来
て
い
た
。
英
語
を
使
っ
て
会
話
を

す
る
の
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。  

 
 

 
 

 
 

【台
湾 

ハ
ナ
さ
ん
】 

一
Ａ 

何
を
話
し
た
ら
良
い
か
考
え
た
り
し
て

緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
先
輩
た
ち
と
色
々
な

質
問
を
し
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

事
が
で
き
ま
し
た
。 

マ
リ
ア
さ
ん
が
日
本
語
を
勉
強
す
る
よ

う
に
、
自
分
も
英
語
を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

す
。  

 
 

 
 

【
ス
ペ
イ
ン 

マ
リ
ア
さ
ん
】 

一
Ａ 

英
語
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
練
習
し
て
い
る

け
れ
ど
、
外
国
の
方
と
話
す
機
会
は
あ
ま
り

な
く
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
改
め
て
、
英

語
は
世
界
共
通
語
な
の
で
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。  

【ブ
ラ
ジ
ル 

エ
リ
ッ
ク
さ
ん
】 

一
Ａ 

ハ
ナ
さ
ん
の
好
き
な
食
べ
物
と
か
、
自
分

の
聞
き
た
い
こ
と
を
英
語
で
話
す
の
は
少

し
難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
気
持
ち
が
伝
わ

っ
た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

来
年
は
英
語
だ
け
で
で
き
る
よ
う
に
し

て
ま
た
会
い
た
い
。  

【台
湾 

ハ
ナ
さ
ん
】 

一
Ａ 

違
う
国
の
人
と
で
も
、
仲
良
く
な
れ
る
ん

だ
と
実
感
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
他
の
国

の
言
葉
に
触
れ
る
事
が
で
き
た
の
で
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
し
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
。  

 
 

 

【マ
レ
ー
シ
ア 

ケ
ケ
さ
ん
】 

一
Ａ 

な
か
な
か
無
い
体
験
で
楽
し
か
っ
た
け

れ
ど
、
質
問
に
答
え
ら
れ
る
幅
も
、
質
問
で

き
る
幅
も
広
く
な
く
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
の
が
難
し
か
っ
た
。 

で
も
、
先
輩
た
ち
も
た
く
さ
ん
フ
ォ
ロ
ー

し
て
く
れ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
し
、

先
輩
た
ち
に
憧
れ
ま
し
た
。 

 

【ミ
ャ
ン
マ
ー 
シ
ュ
さ
ん
】 

一
Ｂ 

僕
は
全
然
英
語
が
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
ガ
ブ
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
。
英
語
で
た
く
さ
ん
話
し
て

い
る
人
を
見
て
、
自
分
も
英
語
の
勉
強
を
が

ん
ば
り
、
様
々
な
国
の
伝
統
を
知
り
た
い
と

思
っ
た
。  

 
 

 

【ア
メ
リ
カ 

ガ
ブ
さ
ん
】 

一
Ｂ 

台
湾
の
こ
と
が
た
く
さ
ん
分
か
り
楽
し

か
っ
た
。
話
す
こ
と
は
あ
ま
り
得
意
で
は

な
い
け
れ
ど
、
自
分
の
殻
が
破
れ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。  

 

【台
湾 

サ
イ
さ
ん
】 

一
Ｂ 

英
語
の
や
り
取
り
で
、
リ
キ
タ
さ
ん
が
日

本
の
食
事
や
映
画
が
好
き
だ
と
知
り
、
そ
の

中
に
自
分
の
好
き
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、

本
当
に
近
く
感
じ
ま
し
た
。 

【イ
ン
ド 

リ
キ
タ
さ
ん
】 

一
Ｂ 

ゲ
ス
ト
の
方
が
入
っ
て
き
た
時
、
感
動

し
ま
し
た
。
戦
争
な
ど
が
あ
っ
た
の
に
、
こ

れ
だ
け
の
人
が
来
て
く
れ
た
ん
だ
、
こ
の

状
態
を
僕
た
ち
が
続
け
な
け
れ
ば
、
と
思

い
ま
し
た
。  

 
 

 
 

【
台
湾 

リ
ン
さ
ん
】 

一
Ｃ 

 

英
語
が
分
か
ら
な
か
っ
た
時
、
三
年

生
が
助
け
て
く
れ
た
。
先
輩
後
輩
関
係

な
く
優
し
く
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。 

【イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

ナ
デ
ィ
ラ
さ
ん
】 

一
Ｃ 

色
々
な
人
と
話
せ
、
普
段
あ
ま
り
話

さ
な
い
様
な
こ
と
も
話
せ
た
。
英
語

も
、
普
段
怖
く
て
使
え
な
か
っ
た
が
、

今
回
人
と
話
す
こ
と
が
で
き
た
。 

【韓
国 

キ
ム
さ
ん
】 

一
Ｄ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
好
き
な
事
や
文
化
な
ど

様
々
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
良
か
っ
た
の
は

英
語
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
だ
簡
単
な
文
し
か

使
え
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
使
お
う
と
し
た
の
は
初
め
て

で
す
。
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
【
台
湾 

ア
オ
イ
さ
ん
】 

一
Ｃ 

「他
の
国
の
方
と
話
す
っ
て
こ
ん
な
に

楽
し
い
ん
だ
！
」と
思
い
ま
し
た
。 

日
本
人
は
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
い
人

が
多
い
の
で
、
も
っ
と
様
々
な
国
の

方
々
と
交
流
し
て
、
た
く
さ
ん
気
づ
き

や
学
び
、
楽
し
み
を
得
て
み
た
い
。 

あ
と
、
英
語
を
使
っ
て
み
る
楽
し

さ
、
面
白
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

エ
リ
カ
さ
ん
】 

一
Ｄ 

い
き
な
り
英
語
で
話
す
と
な
る
と
、
言
葉
が
つ
ま
っ

た
り
、
頭
に
浮
か
ん
で
こ
な
か
っ
た
り
だ
っ
た
。 

私
は
日
本
人
と
し
か
話
し
た
事
が
な
く
緊
張
し
た

け
ど
、
エ
イ
コ
さ
ん
は
笑
顔
で
う
な
ず
い
て
く
れ
て
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
。
【
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア 

エ
イ
コ
さ
ん
】 

一
Ｄ 

留
学
生
の
方
か
ら
、
母
国
の
文
化
の
紹
介
と
一
緒

に
、
悲
し
か
っ
た
事
、
楽
し
か
っ
た
事
な
ど
、
こ
れ
ま

で
乗
り
越
え
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
を
聞

け
て
、
面
白
か
っ
た
し
、
共
感
し
た
。
後
、
日
本
語
が
と

て
も
上
手
だ
っ
た
。
【
ケ
ニ
ア 

キ
ン
グ
ス
マ
ン
さ
ん
】 

一
Ｄ 

自
己
紹
介
や
、
そ
の
人
の
国
の
言
葉
で
質
問
し
た
り

す
れ
ば
、
一
気
に
距
離
が
縮
ま
る
と
思
っ
た
。 

英
語
で
話
す
事
は
難
し
く
、
間
違
え
た
ら
ど
う
し
よ

う
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
く
ら
だ
っ
て
間
違
え
て
い
い

事
を
改
め
て
分
か
っ
た
。 

【
中
国 

ユ
メ
コ
さ
ん
】 

一
Ｃ 

台
湾
の
文
化
や
自
分
の
国
の
事
を
英
語
で
話
せ
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
ど
う
な
る
か
と
思
っ
て
い
た
け

ど
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
た
。
【
台
湾 

サ
イ
さ
ん
】 

一
Ｃ 

外
国
の
人
と
向
き
合
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、
話
し
か
け
や
す
く
、
分

か
ら
な
い
英
語
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
来
年
は
も
っ

と
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
い
。
【タ
イ 

チ
ョ
ン
プ
ー
さ
ん
】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アメリカ ガブさんのグループ＞ 

 



保護者・地域の皆様のご協力 

よろしくお願いします！ 

中瀬フェスタでフードドライブに取り組みます 

  

 

 

 １０月２０日（土）の午後１時半から３時半まで、中瀬中学校の

体育館を中心に、毎年恒例の中瀬フェスタが行われます。（学校行事

ではなく、地域と中瀬中学校生徒が協働して行う取組です） 

 吹奏楽部演奏のオープニングに始まり、英語部や学校支援本部の

ぼいす隊マムの発表、焼きそばなどのフードコーナー、北塩原村の

物産展やフリーマーケット、制服のリサイクルなどが行われます。 

また毎年、生徒のビオトープ委員会による中瀬中の生き物の展示

と説明が行われていますが、今年は新たに中瀬中で取り組んできた

環境学習と夏休みの環境チェックシートの取組を受け、ビオトープ

委員会が杉並区のゴミ減量対策課とコラボして『フードドライブ』

を担当します。 

 詳細についてはすでに各家庭、地域にプリントが配られています。 

○寄付していただきたい食品（少量でもＯＫ）は 

お米（精米２年以内）、乾麺などの乾物、缶詰レトルトインスタント食品、粉物、調味料、菓子、飲料（ｱﾙｺｰﾙ×）など 

ただし、賞味期限が１か月を切っている物、開封されている物、冷凍冷蔵が必要なもの、製造者など

の商品説明が不明確な物は、受付できません。 

○受付場所は、ビオトープ委員会の展示の横です。      

     

 9 月 14 日（金）の 6時間目に行われた生徒会役員選挙は、会長に

二人、1年生の副会長、書記、評議員にそれぞれ二人ずつが立候補

し、これからの中瀬中のビジョンを

発表しました。 

 三年生のバトンをしっかり受け止

めようという真剣な思いと気合が生

徒や体育館で参観している保護者に伝わってきました。投票は、区の

選挙管理委員会から借りた、記載台と投票箱を使い行われました。 

１０～１１月の予定           ○S …ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ出勤予定日 

日 月 火 水 木 金 土 

14 朝礼 15 ○S 16  避難訓練 17 18 19 20 

 音楽発表会 

準備期間始 

  理科出前授業（３） 生徒総会⑥ 中瀬フェスタ 

13:30～15:30 

21  22 ○S 23  職員会議 24 25 26 27 

 ﾘﾊ ｻーﾙ（２）③④  ﾘﾊ ｻーﾙ（１）①② ﾘﾊ ｻーﾙ（３）③④   

28 29 ○S 30 31 11/1 2 3 

 音楽発表会  SO講演⑤（１）    

4 生徒朝礼 5 ○S 6 7 8 9 10 

 3年進路面談始  PTA懇談会（１） 領域診断ﾃｽﾄ（３） 3年進路面談終  

11 朝礼 12 ○S 13 14 避難訓練 15 16 17 

   茶道体験（２）  SO体験⑤⑥（１） SO体験（１） 

生徒会役員選挙 


